
令和２年度 魚沼地域振興局 地域整備部 主要事業 

 
③ 一般国道 290 号 『高倉橋工区』 

 
１ 事業の目的 

国道 290 号は、長岡市と魚沼市に至る幹線道路であるとともに、守門地域から小出市

街地を結ぶ生活道路であり、第２次緊急輸送道路にも指定されている重要な路線です。 

しかし、当該地区は、道路幅員が 5.5m と狭くカーブも連続する事故多発地点であり、

特に高倉橋は建設後 67年経過し老朽化が進んでいます。 

このため、車道部を 8.5m（車道 6.0m、路肩 1.25m×２）に拡幅するとともに歩道を設

置し、安全な通行を確保します。 

 

２ 事業の概要 

   区 間 魚沼市高倉地内 

   全 体 計 画 全体延長 520ｍ（①交付金工区 240ｍ、②地域づくり工区 280ｍ） 

 車道幅員 6.0ｍ＋路肩 1.25ｍ×２＋歩道幅員 2.5m＝全幅員 11.0m 

   事 業 期 間 平成 26 年度～ 

 
３ 昨年度までの事業概要 

   橋梁下部工、橋梁上部工、道路工、舗装工、物件調査、用地補償、旧橋撤去設計 
   旧橋撤去工（上部） 

 

４ 令和２年度事業予定 
   旧橋撤去工（下部）、道路台帳補正 
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全体計画 L=520m 

① 交付金工区 L=240m 

 

② 地域づくり工区 L=280m 
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